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【背景】 

Dual energy(DE) CTを用いてfat mapを作成する

ことで肝実質の脂肪含有量の定量を行い非アル

コール性脂肪性肝疾患(NAFLD)の脂肪化度の判定

が可能であると報告(1)がある． 

実際に正常例にてFat mapを作成したところ, 

ワークステーションで採用されている脂肪成分

のFat fractionに対して , 実測の皮下脂肪のFat 

fractionに差異が生じていた． 

【目的】 

Fat mapを作成するにあたり，基準となる正常

な肝実質と脂肪成分のそれぞれのFat fractionを正

常肝患者から測定してキャリブレーションを行

い, Fat mapを用いて脂肪化程度の分類に適して

いるのかを非アルコール性脂肪肝(NASH)症例か

ら検討した． 

【方法】 

① Fat fractionのキャリブレーションの方法 

正常症例27例の患者のDE CT imageをもとに, 

正常肝実質および皮下脂肪にROIを設定し , Fat 

fractionの値を測定した．ROIはそれぞれ3ヶ所設定

し(図1), その平均値を値とした. その値でキャリ

ブレーションを行った.  

 

 

 

 

 

 

 

 

図1 キャリブレーションのROI 

 

② 脂肪化程度の分類の検討 

Fat fractionのキャリブレーションを行ったFat 

mapを作成し, NAFLD患者の肝実質の脂肪含有量

を計測した . また脂肪化程度がNAFLD activity 

scoreの4グレードごとに分類できるかを定量的に

評価した． 

【使用機器】 

2管球搭載型CT: SOMATOM Force(SIEMENS)  

ワークステーション: syngo.via(SIEMENS) 

 

 

 

 

【結果】 

正常肝実質及び脂肪成分のFat fractionの平均値

(図2)からキャリブレーションを行ったFat mapを

用いることにより, NASH患者の脂肪化程度の判

定が可能であった. 単純CT画像に比べ, 視覚的に

分類が容易であった(図3)． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2 正常症例におけるFat fraction値の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3 NASH患者における脂肪化程度の判定 

 

【結語】 

キャリブレーションを行ったFat fraction値を用

いることで脂肪化程度の分類が可能であった． 
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